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	１． テーマと目標
	２．2026年度授業計画
	第４回は，半年間の演習の締めくくりです．第３回で計画したリサーチデザインに沿って行った経験的分析の経過報告として，暫定的な分析結果と考察を追記していただきます．第３回の記載内容を変更しつつ，２ページ程度で考察と結論を加えて．合計で１４ページ以内＋脚注・参考文献という一本の論文の骨格ができあがっているはずです．
	ただし，個別のパーツを繋ぎ合わせて行っても，必ずしも上手く行くとは限りません．第１回で述べたとおり，研究は行きつ戻りつしながら進みます．集めたデータが問いに答えないこと，想定した枠組みが現実に合わないこと，当初は見えていなかった論点が現れること，こうした「ずれ」への対応こそが研究を前に進めます．とくに質的研究であれば，仮説として予測されたことが確認されることに価値はなく，むしろ当初のリサーチデザインで想定されていた前提条件の問い直しにつながる，発見事実が重要になります．いずれの場合も，「わかった...
	あわせて，この報告内容を踏まえて，希望する副指導教員を議論します．どの理論・方法・領域の指導が研究を深めるうえで有効かは，データと向き合ったこの段階で具体的に見えてくるはずです．候補となる教員を４名ほど考えてきてください．
	なお，経験的研究の結果によっては，問題意識や研究テーマ，先行研究レビューを部分的あるいは全面的に書き直し，新たな経験的研究を追加しなければならなくなる可能性も大いにあります．その場合には，躊躇せず全デリートしてスクラップ＆ビルドしていただくのが，結果として早道です．
	３． 2027年度計画（未定）

